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国際教養・教育センターの国際交流活動への取り組み
― 2022年度の活動報告 ―
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― 2022 Activity report ―
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KATAKAMI, Maki 
Department of Contemporary Business

Faculty of Economics and Business Administration

要旨：本学では，地域との連携，他の教育機関との連携，学内の国際化を推進する活動の３種類の国
際交流活動を実施してきた。新型コロナウイルスの影響で2020年度はほとんどの活動が中止になった
ものの，2021年度になり，オンライン化も進めつつ，再開され始めた。そこで，2022年度はWithコ
ロナ時代を迎え，どのような形で国際交流活動が実施されているのか，取り組み内容を振り返り，課
題や効果，前年度との変化を考察した。その結果，前年度と比べ，他の教育機関との交流，日本人学
生と留学生の共修を進めるための学内の文化交流活動が増加していた。
Abstract：Our university has carried out three types of international exchange activities: 
collaboration with the local community, collaboration with other educational institutions, and 
activities to promote internationalization within the university. Although most activities were 
canceled in 2020 due to the new coronavirus, they have begun to resume in 2021, with some moving 
online. Therefore, in 2022, as we enter the era of Corona, we looked back at the content of our efforts 
and considered the challenges, effects, and changes from the previous year to see how international 
exchange activities are being carried out. As a result, compared to the previous year, there was 
an increase in cultural exchange activities within the university to promote exchanges with other 
educational institutions and co-study between Japanese and international students.
キーワード：国際交流，異文化理解，留学生，地域社会，オンライン

１．はじめに

　新型コロナウイルスの影響により，2020年度より教
育活動は制限されてきた。本学の国際交流活動におい
ても，地域と連携した交流活動を中心にほぼ全ての活
動が中止となり，学内外の横のつながりが著しく減少
した。しかし，2021年度になり徐々に国際交流活動や
イベントも再開され始め，片上（2023）では，2021年
度は，地域での対面イベントが減少した一方で，オン
ラインを利用した国内外での交流活動が増加し，国際
交流の新しい形が見えるようになったと述べられてい
る。

　本学の国際交流活動は，留学生への文化体験活動の
提供だけではなく，留学生が母国の言葉や文化を紹介
する活動を通して，地域との横のつながりを構築する
こと，学内の日本人学生と留学生の交流が活発化する
ことを目指している。そのために，国際教養・教育セ
ンターでは，「地域と連携した国際交流活動」「教育機
関と連携した国際交流活動」「学内の国際化を推進す
る交流活動」という３種類の国際交流活動を行ってき
た。
　本稿では，2022年度に実施された国際交流活動の取
り組み内容を振り返り，学生が実施後に書く報告書を
もとに，課題や効果を考察し，Withコロナ時代の国



際交流活動の実施状況の変化を考察する。

２．留学生の国際交流活動

２．１　留学生数・国籍

　本学は，３学部５学科で成り立っており，2022年度
は５月時点で， 238名の留学生が経済経営学部に在籍
している。
　留学生の出身国は，ベトナム，中国が多く，タイ，
韓国，インドネシア，台湾，ニュージーランド，ネ
パール，フィジー，オーストラリア，ブラジル出身留
学生もいる。

２．２　留学生の国際交流活動

　本学が実施する国際交流活動としては，倉敷市，早
島町，奈義町，矢掛町など地域と連携した国際交流活
動，小学校や高等学校など教育機関と連携した国際交
流活動，学内の国際化をはかる国際交流活動の主に３
種類の活動を実施してきた。本学の留学生は，日本人
との交流を通して，日本人の文化や習慣の理解，学内
外との人間関係の構築，コミュニケーション力の向上
を目的として参加するが，ある程度慣れてくると，国
際交流以外の活動に幅広く興味を持つようになること
から，１，２年次生が中心となり参加している。

２．３　2022年度の国際交流活動のねらい

　2022年度の国際交流活動のねらいは下記の通りであ
る。
　①　�Withコロナ時代の新たなオンライン国際交流

活動とコロナ前のような対面での交流活動を両
立し，どちらにも対応できるようにする。

　②　 留学生の日本文化体験のみならず，日本人と留
学生が人間関係を構築できる交流活動を実施す
る。

　Withコロナ時代に，学外との連携を再度深め，い
かにコロナ前の連携状態に戻せるかが課題であろう。

３．2022年度の国際交流活動内容

３．１　地域との連携

　2022年度は，岡山県内の早島町，倉敷市（倉敷国
際ふれあい広場実行委員会），奈義町（Nagi国際交
流ネットワーク），矢掛町（矢掛インターナショナル
フェスティバル実行委員会）と連携をとり，国際交流
を実施した。ここでは，活動の概要，当日の様子や学

生が記述した報告書から考えられる活動の効果を述べ
る。

３．１．１　早島町との連携

　早島町は，平成27年に「教育のまち・早島」を宣言
し，地域とつながる教育を重視している。早島町教育
委員会（2020）によると，「世界で活躍できる知と力
と志を育てます。相手意識に立った 国際人としての
心の教育・共に生きる力を培うために。」と述べられ
ており，英語教育に力を入れ，国際理解教育を重視し
ていることが分かる。
　そこで，留学生と交流する機会を提供するだけでは
なく，英語を母国語とした留学生の文化を紹介するこ
とによって，英語教育へのモチベーションを高めても
らうことを目的として，イベントを実施した。
（１）留学生クイズ＆トーク

　早島町の留学生クイズ&トークは，留学生の母国の
紹介やクイズを通して，子どもたちに日本と世界の違
いを知ってもらうことを目的に実施したイベントであ
る。児童生徒の夏休みに実施した。
・実施日時　2022年８月５日　10：00～12：00
・実施場所　早島町ゆるびの舎
・内　　容　留学生の異文化紹介・ゲーム
　（ベトナム・ニュージーランド・オーストラリア）

センターでは，「地域と連携した国際交流活動」「教育

機関と連携した国際交流活動」「学内の国際化を推進

する交流活動」という 3 種類の国際交流活動を行っ

てきた。 
本稿では，2022 年度に実施された国際交流活動の

取り組み内容を振り返り，学生が実施後に書く報告書

をもとに，課題や効果を考察し，With コロナ時代の

国際交流活動の実施状況の変化を考察する。 
 
22．．留留学学生生のの国国際際交交流流活活動動  
22．．11  留留学学生生数数・・国国籍籍  
 本学は，3 学部 5 学科で成り立っており，2022 年

度は 5 月時点で， 238 名の留学生が経済経営学部に

在籍している。 
 留学生の出身国は，ベトナム，中国が多く，タイ，

韓国，インドネシア，台湾，ニュージーランド，ネパ

ール，フィジー，オーストラリア，ブラジル出身留学

生もいる。 
  
22．．22  留留学学生生のの国国際際交交流流活活動動 
 本学が実施する国際交流活動としては，倉敷市，早

島町，奈義町，矢掛町など地域と連携した国際交流活

動，小学校や高等学校など教育機関と連携した国際交

流活動，学内の国際化をはかる国際交流活動の主に 3
種類の活動を実施してきた。本学の留学生は，日本人

との交流を通して，日本人の文化や習慣の理解，学内

外との人間関係の構築，コミュニケーション力の向上

を目的として参加するが，ある程度慣れてくると，国

際交流以外の活動に幅広く興味を持つようになること

から，1，2年次生が中心となり参加している。 
 
22．．33  22002222年年度度のの国国際際交交流流活活動動ののねねららいい  
 2022 年度の国際交流活動のねらいは下記の通りで

ある。 
① With コロナ時代の新たなオンライン国際交流

活動とコロナ前のような対面での交流活動を両

立し，どちらにも対応できるようにする。 
② 留学生の日本文化体験のみならず，日本人と留

学生が人間関係を構築できる交流活動を実施す

る。 
 With コロナ時代に，学外との連携を再度深め，い

かにコロナ前の連携状態に戻せるかが課題であろう。 
 
33..  22002222年年度度のの国国際際交交流流活活動動内内容容  
33．．11  地地域域ととのの連連携携 

 2022 年度は，岡山県内の早島町，倉敷市（倉敷国

際ふれあい広場実行委員会），奈義町（Nagi 国際交流

ネットワーク），矢掛町（矢掛インターナショナルフ

ェスティバル実行委員会）と連携をとり，国際交流を

実施した。ここでは，活動の概要，当日の様子や学生

が記述した報告書から考えられる活動の効果を述べる。 
 
33．．11．．11    早早島島町町ととのの連連携携  
 早島町は，平成 27 年に「教育のまち・早島」を宣

言し，地域とつながる教育を重視している。早島町学

校教育ビジョン推進委員会（2020）によると，「世界

で活躍できる知と力と志を育てます。相手意識に立っ

た 国際人としての心の教育・共に生きる力を培うた

めに。」と述べられており，英語教育に力を入れ，国

際理解教育を重視していることが分かる。 
 そこで，留学生と交流する機会を提供するだけでは

なく，英語を母国語とした留学生の文化を紹介するこ

とによって，英語教育へのモチベーションを高めても

らうことを目的として，イベントを実施した。 
（（１１））留留学学生生ククイイズズ＆＆トトーークク  
 早島町の留学生クイズ&トークは，留学生の母国の

紹介やクイズを通して，子どもたちに日本と世界の違

いを知ってもらうことを目的に実施したイベントであ

る。児童生徒の夏休みに実施した。 
・実施日時  2022年 8月 5日 10:00～12:00 
・実施場所 早島町ゆるびの舎 
・内 容  留学生の異文化紹介・ゲーム 
 （ベトナム・ニュージーランド・オーストラリア） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 本イベントでは，ベトナム，ニュージーランド，オ

ーストラリア出身の留学生による母国の文化紹介を実

施した。小学生でもわかる動物の話をきっかけとして，

マオリ文化など幅広い内容を紹介することによって，

小学生にとっても新たな知識を吸収するきっかけとな

っただろう。 
 学生の報告書 1)には，「自分の日本語はあまりうま

くなかったが，言いたいことを言えないときには先生

　本イベントでは，ベトナム，ニュージーランド，
オーストラリア出身の留学生による母国の文化紹介を
実施した。小学生でもわかる動物の話をきっかけとし
て，マオリ文化など幅広い内容を紹介することによっ
て，小学生にとっても新たな知識を吸収するきっかけ
となっただろう。
　学生の報告書１）には，「自分の日本語はあまりうま
くなかったが，言いたいことを言えないときには先生
が助けてくれた。故郷のこと，故郷の文化のことを話
すことができて，とてもいいイベントだった。」と書
かれてあることから，学生にとっても日本語で自分の
文化について子どもたちに伝えた際に感じた達成感は
彼らにとって良い機会となったようだ。
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（２）早島花ござピンポン世界大会

　2020年度は新型コロナウイルスの影響で中止になっ
た大会が2021年度から開催され，2022年度も開催され
た。留学生の母国の食品を販売する「早島ショップ」
にはベトナムと中国の学生が，選手としては，中国，
ベトナム，日本の学生が参加した。また，インドネシ
アと中国出身の留学生２名が実行委員として参加し，
事前の会議にも参加し，早島町と連携して準備し，当
日もショップ運営及び大会運営を担っていた。
・スケジュール
　2022年９月３日　実行委員会①
　2022年10月22日　実行委員会②
　2022年11月19日　大会当日
・実施場所　実行委員会：早島町ゆるびの舎
　　　　　　大会会場：早島中学校
・内　　容　大会・ショップ運営
　　　　　　ベトナム・中国の食品販売
　　　　　　選手として大会参加

が助けてくれた。故郷のこと，故郷の文化のことを話

すことができて，とてもいいイベントだった。」と書

かれてあることから，学生にとっても日本語で自分の

文化について子供たちに伝えた際に感じた達成感は彼

らにとって良い機会となったようだ。 
 

（（２２））早早島島花花ごござざピピンンポポンン世世界界大大会会  
 2020 年度は新型コロナウイルスの影響で中止にな

った大会が 2021年度から開催され，2022年度も開催

された。留学生の母国の食品を販売する「早島ショッ

プ」にはベトナムと中国の学生が，選手としては，中

国，ベトナム，日本の学生が参加した。また，インド

ネシアと中国出身の留学生 2 名が実行委員として参

加し，事前の会議にも参加し，早島町と連携して準備

し，当日もショップ運営及び大会運営を担っていた。 
・スケジュール 
 2022年 9月 3日 実行委員会① 
 2022年 10月 22日 実行委員会② 
 2022年 11月 19日 大会当日 
・実施場所 実行委員会：早島町ゆるびの舎 
      大会会場：早島中学校 
・内容   大会・ショップ運営 
      ベトナム・中国の食品販売 
      選手として大会参加 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 実行委員会は，早島中学校，倉敷高等学校の学生，

商工会，卓球クラブ等地域の方で組織され，大会運営，

早島ショップ，広報・音響の 3 つの分科会に分かれ

ている。本学実行委員の学生は大会運営，早島ショッ

プの仕事を担当することになった。大会運営では，本

学の英語教員の協力もあり，事前に司会原稿の正しい

英語での通訳を行い，当日は日本語司会を中学生・高

校生が，英語司会を本学の留学生が担当した。早島シ

ョップでは，コロナの影響で，手作り食品の販売は禁

止となり，市販の商品の販売を行った。 
 実行委員として，大会運営を担当した学生は，報告

書の中で，「イベントは事前のスケジュール通りにう

まくいかないことがあるので，自分はいろいろな場合

に備えてスタンバイしなければならないと感じた」と

大会運営の難しさに触れ，今後のイベント運営への学

びも得たようである。また，ショップ運営を担当した

実行委員の学生は，報告書で「最初，あまりお客さん

が来なかったので，他の店舗経営を参考にして，宣伝

方法を変えたら，だんだんお客さんが来始めた。店を

経営する楽しさはずっと覚えていると思う。このイベ

ントは，経営方法と日本語の会話を学ぶいいチャンス

だった。」と述べ，イベント運営によって，日本語力

の向上のみならず，自分の経営知識も磨かれる機会と

なったことも感じていたようだ。また，選手として参

加した学生は，「大会のおかげで，楽しい時間を過ご

すことができた。来年度も参加しようと思っているし，

実行委員として取り組んでみたい。」と述べており，

実行委員として奮闘する姿を見て，自分も挑戦したい

という思いを持った学生もいる。 
 早島町との交流は子どもから大人まで，幅広い年代

の方との交流が可能になる。2021 年度と比較すると，

数は少ないものの，With コロナに合った形で対面実

施をすることができた。交流を通じて，学生の専門で

ある経営・マーケティングの知識も磨かれ，留学生に

とっても難しさはあるものの，充実したイベントとな

ったようだ。 
 
33．．１１．．22  奈奈義義町町ととのの連連携携  
 Nagi 国際交流ネットワーク主催の「異文化交流日

帰りキャンプ」は外国人講師として 2021 年度に続い

て，2回目の交流活動である。このイベントは「① 子
どもたちが 仲間や 岡山県に住むさまざまな国の人 と
協力しながら，体験活動をする。②体験 活動 を通じ

て文化の ちがい に 触れる ことで ， 異文化への興味，

関心を 育てる。③岡山に暮らすさまざまな国の人が

どのように岡山で生活しているのかを知り，多文化共

生社会について考えるきっかけとする。」を目的とし

て実施された。 
・実施日時 2022年 8月 4日 9:20～16:30 
・実施場所 那岐山麓山の駅 いろり家 
・スケジュール 
  9:20  集合・事前打ち合わせ 
  10:00  自己紹介・アイスブレイク 
  10:30  野外での多言語クイズラリー 
  12:00  昼食 
  13:30  言語インタビュー活動 
  14:30  異文化体験活動 

　実行委員会は，早島中学校，倉敷高等学校の学生，
商工会，卓球クラブ等地域の方で組織され，大会運
営，早島ショップ，広報・音響の３つの分科会に分
かれている。本学実行委員の学生は大会運営，早島
ショップの仕事を担当することになった。大会運営で
は，本学の英語教員の協力もあり，事前に司会原稿の
正しい英語での通訳を行い，当日は日本語司会を中学
生・高校生が，英語司会を本学の留学生が担当した。
早島ショップでは，コロナの影響で，手作り食品の販
売は禁止となり，市販の商品の販売を行った。
　実行委員として，大会運営を担当した学生は，報告
書の中で，「イベントは事前のスケジュール通りにう
まくいかないことがあるので，自分はいろいろな場合
に備えてスタンバイしなければならないと感じた。」
と大会運営の難しさに触れ，今後のイベント運営への
学びも得たようである。また，ショップ運営を担当し
た実行委員の学生は，報告書で「最初，あまりお客さ
んが来なかったので，他の店舗経営を参考にして，宣
伝方法を変えたら，だんだんお客さんが来始めた。店

を経営する楽しさはずっと覚えていると思う。このイ
ベントは，経営方法と日本語の会話を学ぶいいチャン
スだった。」と述べ，イベント運営によって，日本語
力の向上のみならず，自分の経営知識も磨かれる機会
となったことも感じていたようだ。また，選手として
参加した学生は，「大会のおかげで，楽しい時間を過
ごすことができた。来年度も参加しようと思っている
し，実行委員として取り組んでみたい。」と述べてお
り，実行委員として奮闘する姿を見て，自分も挑戦し
たいという思いを持った学生もいる。
　早島町との交流は子どもから大人まで，幅広い年代
の方との交流が可能になる。2021年度と比較すると，
数は少ないものの，Withコロナに合った形で対面実
施をすることができた。交流を通じて，学生の専門で
ある経営・マーケティングの知識も磨かれ，留学生に
とっても難しさはあるものの，充実したイベントと
なったようだ。

３．１．２　奈義町との連携

　Nagi国際交流ネットワーク主催の「異文化交流日
帰りキャンプ」は外国人講師として2021年度に続い
て，２回目の交流活動である。このイベントは「①子
どもたちが仲間や岡山県に住むさまざまな国の人と協
力しながら，体験活動をする。②体験活動を通じて文
化のちがいに触れることで，異文化への興味，関心を
育てる。③岡山に暮らすさまざまな国の人がどのよう
に岡山で生活しているのかを知り，多文化共生社会に
ついて考えるきっかけとする。」を目的として実施さ
れた。
・実施日時　2022年８月４日　９：20～16：30
・実施場所　那岐山麓山の駅 いろり家
・スケジュール
　　９：20　集合・事前打ち合わせ
　　10：00　自己紹介・アイスブレイク
　　10：30　野外での多言語クイズラリー
　　12：00　昼食
　　13：30　言語インタビュー活動
　　14：30　異文化体験活動
　（ベトナム・ニュージーランド・オーストラリア）
　　15：30　振り返り
　　16：15　解散
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 （ベトナム・ニュージーランド・オーストラリア） 
  15:30  振り返り 
  16:15  解散 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ニュージーランド出身留学生の報告書では，「1 つ

の場所にさまざまな文化を持つ人が集まる経験は最高

だった。子どもたちから質問をされ，母国の文化を紹

介しただけではなく，大学卒業後の夢がプロのラグビ

ー選手であると話したとき，子どもたちは興奮して，

応援してくれると言ってくれたのがうれしかった。」

と述べられていた。本活動は地域の子ども達だけでは

なく，留学生，地域に暮らす外国人も講師として参加

していたので，異文化交流を強く実感できる機会とな

ったようだ。また，イベントには，それぞれの夢を語

る場もあり，コミュニケーション能力だけでなく，自

己表現できる機会を得ることにもつながったと言える。 
 
33．．11．．33  倉倉敷敷国国際際ふふれれああいい広広場場実実行行委委員員会会ととのの連連携携  
 倉敷国際ふれあい広場は，倉敷市が毎年 10 月に開

催している大規模なイベントで，日本人と外国人市民

の相互交流の機会を提供し，地域の国際化を推進する

イベントとして毎年開催される。2020 年度は，新型

コロナウイルスの影響で中止，2021 年度はオンライ

ンでの開催を経て，2022 年度は感染対策をしつつも，

対面とオンラインのハイブリッドで開催することがで

きた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・実施日時 2022年 10月 16日 10:00～15:30  
・実施場所 倉敷市芸文館 

・内容   文化・民族衣装紹介 
      （ベトナム・中国・インドネシア・ 

ブラジル） 
      フリーマーケット  
      世界の料理（テイクアウト） 
      ステージパフォーマンス 
      おしゃべりCafé（オンライン） 
 本学の留学生は，「文化・民族衣装紹介のワークシ

ョップ」「おしゃべり Café（オンライン）」を担当す

ることになった。 
 このイベントでは，小さな子どもからお年寄りまで，

さまざまな年代の方と交流の機会を持つことができた。

報告書でインドネシア出身の留学生は，「一番感動し

たことは一人の年輩の方がインドネシアの詳しい情報

を言ってきたときのことだ。その年輩の方に『インド

ネシアに行ったことありますか？』と聞いたら，その

年輩の方は『行ったことないけど，このようなイベン

トから学んでいるので，機会があれば行きたい』と答

えてくれた。このようなイベントのおかげで，ほかの

国の文化に興味を持ってくれるのだろうと私は思い，

その時からもっとたくさんの人にインドネシアのこと

を教えたい，または，ほかの国のことも教えてもらい

たいという気持ちがわいた。」と述べていた。国際交

流イベントが地域の人に与える影響の大きさを実感し，

よりよいものにしていきたいという思いが沸き上がっ

たようだ。 
 
33．．11．．４４  矢矢掛掛イインンタターーナナシショョナナルルフフェェスステティィババルル  
 このイベントは，2019 年度までは，「ベトナム・フ

ェスティバル in 矢掛」という名前で，矢掛町に多数

暮らしているベトナム人の方と地域の方々の交流のた

めに開催されてきたイベントで，新型コロナウイルス

感染拡大後 2 年間は中止されてきた。2022 年度から

は「矢掛インターナショナルフェスティバル」と名前

を変えて，矢掛町で暮らす外国人と地域の方々の交流

のために開催された。 
・実施日時 2022年 11月 27日 11:00～15:30 
・実施場所 水車の里フルーツトピア 
・内容   外国の料理ブース・ステージイベント 
      文化交流スペース 
 本学からは，多数の日本人学生・留学生と様々な学

生が協力し，料理提供，ベトナムのバンブーダンスで

のステージ出演，日本人学生と留学生のステージ司会

として参加した。 
 ベトナム料理のブースを運営した留学生の報告書で

　ニュージーランド出身留学生の報告書では，「１つ
の場所にさまざまな文化を持つ人が集まる経験は最高
だった。子どもたちから質問をされ，母国の文化を紹
介しただけではなく，大学卒業後の夢がプロのラグ
ビー選手であると話したとき，子どもたちは興奮し
て，応援してくれると言ってくれたのがうれしかっ
た。」と述べられていた。本活動は地域の子ども達だ
けではなく，留学生，地域に暮らす外国人も講師とし
て参加していたので，異文化交流を強く実感できる機
会となったようだ。また，イベントには，それぞれの
夢を語る場もあり，コミュニケーション能力だけでな
く，自己表現できる機会を得ることにもつながったと
言える。

３．１．３　倉敷国際ふれあい広場実行委員会との連携

　倉敷国際ふれあい広場は，倉敷市が毎年10月に開催
している大規模なイベントで，日本人と外国人市民の
相互交流の機会を提供し，地域の国際化を推進するイ
ベントとして毎年開催される。2020年度は，新型コロ
ナウイルスの影響で中止，2021年度はオンラインでの
開催を経て，2022年度は感染対策をしつつも，対面と
オンラインのハイブリッドで開催することができた。

 （ベトナム・ニュージーランド・オーストラリア） 
  15:30  振り返り 
  16:15  解散 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ニュージーランド出身留学生の報告書では，「1 つ

の場所にさまざまな文化を持つ人が集まる経験は最高

だった。子どもたちから質問をされ，母国の文化を紹

介しただけではなく，大学卒業後の夢がプロのラグビ

ー選手であると話したとき，子どもたちは興奮して，

応援してくれると言ってくれたのがうれしかった。」

と述べられていた。本活動は地域の子ども達だけでは

なく，留学生，地域に暮らす外国人も講師として参加

していたので，異文化交流を強く実感できる機会とな

ったようだ。また，イベントには，それぞれの夢を語

る場もあり，コミュニケーション能力だけでなく，自

己表現できる機会を得ることにもつながったと言える。 
 
33．．11．．33  倉倉敷敷国国際際ふふれれああいい広広場場実実行行委委員員会会ととのの連連携携  
 倉敷国際ふれあい広場は，倉敷市が毎年 10 月に開

催している大規模なイベントで，日本人と外国人市民

の相互交流の機会を提供し，地域の国際化を推進する

イベントとして毎年開催される。2020 年度は，新型

コロナウイルスの影響で中止，2021 年度はオンライ

ンでの開催を経て，2022 年度は感染対策をしつつも，

対面とオンラインのハイブリッドで開催することがで

きた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・実施日時 2022年 10月 16日 10:00～15:30  
・実施場所 倉敷市芸文館 

・内容   文化・民族衣装紹介 
      （ベトナム・中国・インドネシア・ 

ブラジル） 
      フリーマーケット  
      世界の料理（テイクアウト） 
      ステージパフォーマンス 
      おしゃべりCafé（オンライン） 
 本学の留学生は，「文化・民族衣装紹介のワークシ

ョップ」「おしゃべり Café（オンライン）」を担当す

ることになった。 
 このイベントでは，小さな子どもからお年寄りまで，

さまざまな年代の方と交流の機会を持つことができた。

報告書でインドネシア出身の留学生は，「一番感動し

たことは一人の年輩の方がインドネシアの詳しい情報

を言ってきたときのことだ。その年輩の方に『インド

ネシアに行ったことありますか？』と聞いたら，その

年輩の方は『行ったことないけど，このようなイベン

トから学んでいるので，機会があれば行きたい』と答

えてくれた。このようなイベントのおかげで，ほかの

国の文化に興味を持ってくれるのだろうと私は思い，

その時からもっとたくさんの人にインドネシアのこと

を教えたい，または，ほかの国のことも教えてもらい

たいという気持ちがわいた。」と述べていた。国際交

流イベントが地域の人に与える影響の大きさを実感し，

よりよいものにしていきたいという思いが沸き上がっ

たようだ。 
 
33．．11．．４４  矢矢掛掛イインンタターーナナシショョナナルルフフェェスステティィババルル  
 このイベントは，2019 年度までは，「ベトナム・フ

ェスティバル in 矢掛」という名前で，矢掛町に多数

暮らしているベトナム人の方と地域の方々の交流のた

めに開催されてきたイベントで，新型コロナウイルス

感染拡大後 2 年間は中止されてきた。2022 年度から

は「矢掛インターナショナルフェスティバル」と名前

を変えて，矢掛町で暮らす外国人と地域の方々の交流

のために開催された。 
・実施日時 2022年 11月 27日 11:00～15:30 
・実施場所 水車の里フルーツトピア 
・内容   外国の料理ブース・ステージイベント 
      文化交流スペース 
 本学からは，多数の日本人学生・留学生と様々な学

生が協力し，料理提供，ベトナムのバンブーダンスで

のステージ出演，日本人学生と留学生のステージ司会

として参加した。 
 ベトナム料理のブースを運営した留学生の報告書で

・実施日時　2022年10月16日　10：00～15：30 
・実施場所　倉敷市芸文館
・内　　容　文化・民族衣装紹介
　　　　　　（ ベトナム・中国・インドネシア・ブラ

ジル）
　　　　　　フリーマーケット　
　　　　　　世界の料理（テイクアウト）

　　　　　　ステージパフォーマンス
　　　　　　おしゃべりCafé（オンライン）
　本学の留学生は，「文化・民族衣装紹介のワーク
ショップ」「おしゃべりCafé（オンライン）」を担当す
ることになった。
　このイベントでは，小さな子どもからお年寄りま
で，さまざまな年代の方と交流の機会を持つことがで
きた。報告書でインドネシア出身の留学生は，「一番
感動したことは一人の年輩の方がインドネシアの詳
しい情報を言ってきたときのことだ。その年輩の方
に『インドネシアに行ったことありますか？』と聞い
たら，その年輩の方は『行ったことないけど，このよ
うなイベントから学んでいるので，機会があれば行き
たい』と答えてくれた。このようなイベントのおかげ
で，ほかの国の文化に興味を持ってくれるのだろうと
私は思い，その時からもっとたくさんの人にインドネ
シアのことを教えたい，または，ほかの国のことも教
えてもらいたいという気持ちがわいた。」と述べてい
た。国際交流イベントが地域の人に与える影響の大き
さを実感し，よりよいものにしていきたいという思い
が沸き上がったようだ。

３．１．４　矢掛インターナショナルフェスティバル

　このイベントは，2019年度までは，「ベトナム・
フェスティバルin矢掛」という名前で，矢掛町に多数
暮らしているベトナム人の方と地域の方々の交流のた
めに開催されてきたイベントで，新型コロナウイルス
感染拡大後２年間は中止されてきた。2022年度からは

「矢掛インターナショナルフェスティバル」と名前を
変えて，矢掛町で暮らす外国人と地域の方々の交流の
ために開催された。
・実施日時　2022年11月27日　11：00～15：30
・実施場所　水車の里フルーツトピア
・内　　容　外国の料理ブース・ステージイベント
　　　　　　文化交流スペース
　本学からは，多数の日本人学生・留学生と様々な学
生が協力し，料理提供，ベトナムのバンブーダンスで
のステージ出演，日本人学生と留学生のステージ司会
として参加した。
　ベトナム料理のブースを運営した留学生の報告書で
は，「調理のプロセスは大変で，ほかのグループより
販売が遅れてしまいました。しかし，私たちは自分た
ちのグループの料理に誇りを持って出すことができま
した。」「ステージでは，ニカラグアの伝統舞踊，タイ
語の歌を聞いて，感動しました。ベトナムの伝統的
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な屋台ダンスが披露されると，ベトナムが恋しくな
り，感動しました。」と述べられていた。このことか
ら，自分たちの国の良さを改めて感じ，他の国の文化
にも触れるきっかけとなるイベントになったことが分
かる。

３．２　他の教育機関との連携

３．２．１　小学校との交流

　小学校の国際理解の授業の一環で，例年小学校を訪
問し，異文化や海外の遊びを紹介している。2020年度
は新型コロナウイルスの影響で実施できず，2021年度
はオンラインでの実施となったものの，2022年度は対
面で実施することができた。
・岡山市立幡多小学校
　　前期後期それぞれ１回ずつ：互いの文化紹介
　留学生は普段小学校に行く機会はないため，実際の
小学校の教室，過ごし方を知る貴重な機会となったこ
とだろう。

３．２．２　国内の他の教育機関との交流

　新型コロナウイルス感染拡大をきっかけに，他の
教育機関でも交換留学や異文化理解の機会が減少し，
2022年度も高校とオンラインで国際交流イベントを実
施できた。また，新たに専門学校からも交流の依頼を
受け，本学での国際交流授業を開講した。
・岡山市立岡山後楽館高等学校（オンライン）
　　１時間程度のオンライン国際交流を３回実施
　　 決まったテーマで日本語でのグループディスカッ

ションを行った。
・専門学校ビーマックスとの文化交流（対面）
　　 本学の校舎を使用し，留学生が母国の文化を紹介

し，専門学生は自身の専門分野をいかして，ビジ
ネス場面で使用する敬語やマナー，日本の文化を
教えるなど文化交流を実施した。

・岡山県立玉島高等学校との英語交流（対面）
　　本学の英語教員と英語が話せる留学生が運営。
　　英語を使ったアクティビティーを実施。
　オンラインの交流会は，時間をかけて高校生と日常
的な話題から互いの学校，社会的なことまで話すこと
ができたようで，報告書でも「日本と中国の高校生活
の違いを分析することによって，異なる社会環境と社
会背景の下で育って異なる教育方式があることがわか
りました。それぞれの長所と短所があり，教育の面で
も社会的な問題を見ることができました。」と述べら
れており，文化を比較することで，社会的な問題まで

意識するようになったことが分かる。
　専門学校の学生との交流会では，同年代の学生との
交流だったこともあり，これをきっかけに友達のよう
に仲良くなっている学生の姿が見られた。地域の幅広
い年齢層の方との交流だけではなく，日本の同年代の
学生との横のつながりを広げるきっかけになったよう
だ。

３．２．３　海外との交流

　オンライン交流が一般化してきたことから，2022年
度も下記の大学と交流活動を実施した。
・IPU New Zealand
　　 ニュージーランドに入国できていない日本人学生

や現地で学ぶ日本語学習者との交流
・広東外語外貿大学
　　 全４回で，本学経済経営学部の学生と日本語・日

本文化を学ぶ中国人学生とのグループディスカッ
ションを通した交流

　特に，中国人学生においては，細井・片上（2022）
によると，満足度が高く，中国人学生からイベント以
外に継続的に交流を続けたいという意見も上がるほど
有意義なものを提供することができた。

３．３　学内の国際化

　学内の日本人学生，留学生が共修を進め，良好な人
間関係を構築すること，イベントを企画運営できる学
生を育成することを目的として，下記の通り学生を主
体とした国際交流イベントを実施した。
（１）留学生による外国語講座

　実施日　2022年６，７月に定期開催
　会　場　環太平洋大学　各教室
　内　容　 留学生の母国語を日本人に教える。（英

語・中国語・韓国語・ベトナム語）
（２）日本人学生によるお茶会企画

　実施日　2022年７月21日
　会　場　環太平洋大学ハーモニー２階
　内　容　 留学生に日本の茶道文化の紹介，茶道サー

クル指導による抹茶・和菓子体験など
（３）日本文化学習～犬島日帰りtrip～

　実施日　2022年９月８日
　場　所　犬島
　内　容　 犬島内の散策，地域の人の生活や芸術巡り
　　　　　交流アクティビティー
（４）環太祭「エスニックカフェ」

　実施日　2022年10月29-30日
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　場　所　環太平洋大学時計台校舎１階
　内　容　 ベトナム・中国・韓国・タイのお茶，お菓

子提供
　　　　　文化・民族衣装紹介
（５）世界のお正月体験企画

　実施日　2023年１月20日
　場　所　環太平洋大学ディスカバリー
　内　容　ベトナム・中国・日本の正月遊び体験
　　　　　文化・民族衣装紹介，パフォーマンス
　2022年度も，飲食に制限はあったり，カラオケなど
感染拡大が懸念される企画は制限されていたものの，
制約がある中で，どうすれば誰もが楽しめるかと運営
学生が考え，話し合うことは，新たなアイデアを出す
良い経験になったと感じる。また，2021年度よりも学
内交流が増え，活発化したことは，日本人学生と留学
生が人間関係を構築することを促進したと言える。た
だ，その一方で，単発的な参加になってしまい，継続
的に来てくれる学生は一部にとどまっている。

４．2021年度の国際交流活動との比較

　2022年度の国際教養・教育センターで実施した活動
を表１にまとめた。2021年度と比べ，他の教育機関か
らの対面イベントの新規依頼が増えている。これは，
本学の認知度の高まりによるものだと言える。また，
学内の国際化を推進するべく，2021年度よりも学内交
流イベントを増加させた。このことにより，学生が主
体的にイベントに取り組むだけではなく，日本人学生
と留学生の人間関係の構築を図ることができた。
　その一方，2019年と比べて，地域と連携した国際交
流活動が大幅に減少している。新型コロナウイルスで

多くのイベントが中止され，地域との連携が弱くなっ
たと言わざるを得ない。今後は，地域との連携，ネッ
トワークも強固にし，国際理解の推進に努めたい。

５．おわりに

　本稿では，2022年度に国際教養・教育センターで実
施された国際交流活動の内容，その実施の効果や課題
点についてまとめた。2020年度，2021年度に構築した
オンライン交流のノウハウをいかした上で，コロナ前
と同様の対面実施の交流イベントも多数実施すること
ができた。また，異文化理解の機会提供のために他の
教育機関と連携して，国際交流の場の提供を行うこと
で，ネットワークづくりも可能となった。
　今後，地域との連携を強めつつ，学内の国際化もよ
り図っていきたいと思う。

（注１） 記述内容の日本語の誤りは，回答者の意図を
変えないよう正しく記述し直している。
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表１　2022年度に実施した学外交流一覧

 内容  犬島内の散策，地域の人の生活や芸術巡り 
     交流アクティビティー 
（（４４）） 環環太太祭祭「「エエススニニッッククカカフフェェ」」  
 実施日  2022年 10月 29-30日 
 場 所  環太平洋大学時計台校舎 1階 
 内 容  ベトナム・中国・韓国・タイのお茶， 

お菓子提供 
文化・民族衣装紹介 

（（５５）） 世世界界ののおお正正月月体体験験企企画画  
 実施日  2023年 1月 20日 
 場 所  環太平洋大学ディスカバリー 
内 容  ベトナム・中国・日本の正月遊び体験 

文化・民族衣装紹介，パフォーマンス 
 2022 年度も，飲食に制限はあったり，カラオケな

ど感染拡大が懸念される企画は制限されていたものの，

制約がある中で，どうすれば誰もが楽しめるかと運営

学生が考え，話し合うことは，新たなアイデアを出す

良い経験になったと感じる。また，2021 年度よりも

学内交流が増え，活発化したことは，日本人学生と留

学生が人間関係を構築することを促進したと言える。

ただ，その一方で，単発的な参加になってしまい，継

続的に来てくれるに学生は一部にとどまっている。 
 

表 1 2022年度の実施した学外交流一覧 
今年度実施のイベント 2019 2021 2022 
早島町留学生クイズ＆トーク 対 対 対 
早島町花ござピンポン世界大会 対 対 対 
奈義町日帰りキャンプ × 対 対 
倉敷国際ふれあい広場 対 オ 対 
矢掛町インターナショナル（ベ

トナム）フェスティバル 対 × 対 

小学校との国際交流 対 オ 対 
岡山後楽館高校との国際交流 × オ オ 
玉島高等学校との英語交流 × × 対 
専門学校との国際交流 × × 対 
IPUNew Zealandとの交流 × オ オ 
中国の大学との交流 × オ オ 
※「対面実施」を「対」，「オンライン実施」を「オ」

と表記 
 
55．．おおわわりりにに 

本稿では，2022 年度に国際教養・教育センターで

実施された国際交流活動の内容，その実施の効果や課

題点についてまとめた。2020 年度，2021 年度に構築

したオンライン交流のノウハウをいかした上で，コロ

ナ前と同様の対面実施の交流イベントも多数実施する

ことができた。また，異文化理解の機会提供のために

他の教育機関と連携して，国際交流の場の提供を行う

ことで，ネットワークづくりも可能となった。 
今後，地域との連携を強めつつ，学内の国際化も

より図っていきたいと思う。 
 
（注１）記述内容の日本語の誤りは，回答者の意図を

変えないよう正しく記述し直している。 
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